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サイト概要

活動目的

面積

場所

申請者：サイト名：

扇ノ山8合目にある当サイト八東ふる里の森は鳥取県八頭町町営のキャンプ場として利用されている。ブナ林と渓流に囲まれた園
内では豊かな自然を体験できる。特に5月～8月にかけてはコノハズク、オオコノハズク、アカショウビン、セキレイ等の野鳥が
園内に営巣、観察でき、森の豊かさを実感できます。自然環境をエコツーリズムの貴重なコンテンツとして活用し、生態系の保
全と経済社会活動の両立を実践し、地域の活性化に貢献することを目指しています。

八東ふる里の森の自然を保全するとともに観光資源として磨き上げ、エコ
ツーリズムの振興を図る。それと同時にその取り組みや活動を地域に広げ
ると共に、地域との連携、人材育成のためのESD（Education for 
Sustainable Development 持続可能な開発のための教育）の実践の場と
して構築する。

10.56ha

鳥取県八頭郡八頭町

株式会社エルボスケ・鳥取県八頭郡八頭町八東ふる里の森R6後期【No.52】
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アピール
ポイント

サイト周辺の
環境

土地利用の
変遷

申請者：サイト名：

公立鳥取環境大学と八頭町が締結したSDGsの推進に関する連携協定では八東ふる里の森を拠点に、学生向け環境教育、星空
観測等のアクティビティ開発や八頭町農産物の食味分析等、様々な取組を実施してきました。ESDの場として地域の活性化、
環境保全と自然をコンテンツとした観光振興による経済の両立、学びの共有で地域活性化に貢献している。

八東ふる里の森のある扇ノ山( 標高1,309.97m)は、氷ノ山後山那岐山国定公園の北限に位置し、近畿・中国地方を代表する
火山の一つです。鳥取平野西部からもよく見え、古くは航海の目印にもなっていました。

扇ノ山山麓はかつては天然のブナ林が広がる地域であったが、林業の隆盛により伐採、その後には杉、ヒノキなどが植林され
た。山林の多様性が損なわれる危機感からブナ林を再生し、自然公園とすることでブナ林の保護に努めてきた。

株式会社エルボスケ・鳥取県八頭郡八頭町八東ふる里の森R6後期【No.52】



価値（4）生態系サービスの提供の場であって、在来種を中心とした多様な動植物種からなる健全な生態系が存する場
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写真の説明：園内の風景（ブナ群生林と渓流）

写真の説明：オオコノハズクの給餌

申請者：サイト名：

生物多様性の価値

【場の概況】

【主な植生】

【確認された主な動植物など】

【植物】 シュンラン、クサアジサイ、ツルアリドオシなど 計75種

【鳥類】 オオコノハズク、コノハズク、アカショウビンなど 計39種

【両生類】 タゴガエル、トノサマガエル、ヤマアカガエル、ニホンヒキガエルなど 計5種

【昆虫】オオミズアオ、ノコギリクワガタ、ミヤマクワガタ 計133種

その他爬虫類3種、軟体動物3種、環形動物1種はモニタリングで確認されている。

斜面上部は尾根筋を中心に冷温帯ブナ林となっており、ミズナラ、カエデ類、天然杉が混交し斜面下

部の谷沿いにはトチノキ、サワグルミ等からなる渓谷林が発達し、原始的な広葉樹林がまとまって保

全されている。北方系の希少な植物相を観察することができる。

「八東ふる里の森」はブナの群生林に囲まれた自然豊かな環境を提供しています。希少な野鳥の繁殖の場

であるとともに森林が気候の調整や水の循環に寄与し、土壌の保護等、自然資源として地域に貢献してい

ます。バードウォッチング、自然体験を通じて教育的な価値を提供し、地域の観光促進にも寄与していま

す。公立鳥取環境大学と連携し、環境保全やSDGs/ESDの推進に努めています。

「八東ふる里の森」では、貴重なアカショウビンやコノハズクなどの野鳥が生息し、ブナの群生林に囲ま

れた自然豊かな環境を提供しています。これにより、以下の生態系サービスを提供しています。

まず、供給サービスとしては、清潔な水や空気が得られ、自然資源として地域に貢献しています。調整

サービスでは、森林が気候の調整や水の循環に寄与し、土壌の保護も行っています。文化的サービスとし

ては、バードウォッチングや自然体験を通じて教育的な価値を提供し、地域の観光促進にも寄与していま

す。また、基盤サービスとしては、栄養循環や生息地の維持が行われています。

当キャンプ場では、鳥取環境大学と連携し、環境保全やSDGsの推進に努めています。生態系の保全とエ

コツーリズムの推進を通じて、地域の活性化と人口減少の課題解決に貢献しています。将来的には、さら

なる生態系サービスの向上を目指し、持続可能な管理と教育活動を進める予定です。

株式会社エルボスケ・鳥取県八頭郡八頭町八東ふる里の森R6後期【No.52】



価値（6）希少な動植物種が生息生育している場あるいは生息生育している可能性が高い場
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写真の説明：コノハズクの成鳥

申請者：サイト名：

生物多様性の価値

【場の概況】

【確認された希少種】

以下の鳥取県レッドリスト記載の種が確認されている。

＜植生＞
絶滅危惧Ⅱ類 (VU)：3種
準絶滅危惧 (NT)：5種

＜鳥類＞
絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)：2種
絶滅危惧Ⅱ類 (VU)：コノハズク
準絶滅危惧 (NT)：アカショウビン、オオアカゲラ、ゴジュウカラなど 計8種

＜昆虫＞
絶滅危惧Ⅱ類 (VU)：1種
準絶滅危惧 (NT)：ジャコウアゲハ、アキアカネなど 計5種

＜両生類＞
準絶滅危惧 (NT)：ニホンヒキガエル

来園者の安全確保の為園外周に電柵を設けている為、園内の植物はシカの食害から逃
れ、希少な植生が残っている。また鳥類に関しては定期的な調査が行われており、希
少種も継続して確認されている。営巣に大径木を必要とする種も確認されていること
から、本サイトのブナ林の様な成長した広葉樹は貴重な生息場所であることが示唆さ
れる。

株式会社エルボスケ・鳥取県八頭郡八頭町八東ふる里の森R6後期【No.52】



活動計画の内容 モニタリング計画の内容
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申請者：サイト名：

サイトの活動計画・モニタリング計画

【モニタリング対象】

【モニタリング場所】

【モニタリング手法】

【モニタリングの実施時期及び頻度】

【モニタリング実施体制】
鳥類：（コノハズク）日本希少鳥類研究所飯田所長、

（アカショウビン）岡山理科大学藤本教授による調査
植生、昆虫：職員及び岡田自然観察指導員と公園利用者による園内
散策
植生、昆虫、水中生物、小動物：公立鳥取環境大学小林学長;学生
による調査

鳥類、植生、昆虫水中生物、小動物：毎年5月～7月、3回

植物：ラインセンサス、目視確認
昆虫：ラインセンサス、ライトトラップ、目視確認
鳥類：ラインセンサス、定点カメラ、目視確認
両生類他：ラインセンサス、目視確認

樹林ゾーン、レジャーゾーン：植生、昆虫、鳥類
巣箱設置による定点観察（コノハズク、アカショウビン）
渓流ゾーン：両生類

鳥類、両生類、昆虫類、植物を対象とする。
＜活動目的＞
園内の生物多様性の保全活動と同時に園内の自然を観光資源として
磨き上げ、エコツーリズムの振興によって八頭町の経済に寄与する。
また次世代の担い手の育成、地域のシビックプライドの造成の為、
ESDの場として有効活用する。

<活動内容＞
①モニタリングによる園内の生物多様性の実態調査(経年による種の
増減調査）
②管理棟内に展示スペースを設け、園内の生態系の説明、来園者の
環境保全に対する啓蒙の場を構築する。
③公園利用者向けにイベント（野鳥観察、ライトトラップ等）を通
じて八東ふる里の森生物多様性の調査、ESDの実践を行う。
④電柵の設置、倒木の対応等、園内の整備を生物多様性や生態系の
保全につながるよう実施する。

＜実施体制＞
生物毎に専門家の助言を仰ぎ、八東ふる里の森指定管理会社の株式
会社エルボスケが実作業を担う。現状調査に基づいて単年毎に活動
計画を策定し、モニタリングやイベント、展示、ESD等の活動を進
める。

八東ふる里の森 株式会社エルボスケ・鳥取県八頭郡八頭町R6後期【No.52】
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